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学生委員会内で知りたい内容・分野を集約し、
主体的に部会を活用し学び合う！

印刷して職員・学生
皆さんでご覧ください！

ご質問や[ K’s NEWS ]で紹介したい活動があれば、
右記の連絡先まで是非お願いします！

広報担当 下出 大貴
shimode.ti@fc.univcoop.or.jp

京滋・奈良エリア
学生事務局

[ 下出大貴 ]

社会的課題の活動の手法に困っている学生委員会は多いのではないだろうか。
活動への一歩として自分たちがまず学び合う、部会での学習会を紹介する。

[ 部会 ]

活動概要

POINT.1

POINT.2

京滋・奈良エリアの推進委員会に所属するメ
ンバーがいたことが、学習会がスタートした
きっかけだった。学習会のテーマは、推進委
員会のメンバーで数個の選択肢を考え、その
後学生委員会のみんなで選んで決定した。学
習会の担当者はそのテーマの内容を自分で調
べて、部会内で発表をした。

学習会のテーマは[共済・選挙・貧困・防
災]で、1回の部会で1つのテーマの発表を
行った。その中の貧困を題材に紹介する。

学習会の中で貧困は相対的貧困と絶対的貧
困があることが紹介された。日本では相対的
貧困率が増加傾向にあることがデータから示
された。そのような中で、自分たちでも何か
できることがあるということで、自大学の食
堂の寄付金付きメニューや購買の寄付金付き
のコーヒーが紹介された。

発表後は質問の時間もあり、学生委員の質
問に発表者が答えていた。質問への受け答え
もしっかりしていて、事前の下調べの丁寧さ
が表れていた。

自大学ならではの関りを見つけ学習会の内
容に取り入れられている点が教訓的である。

自分たちで調べる！発表する！交流する！

学習会終わりには学習会に参加した学生委員にアン
ケートを取っていた。アンケートは学習会への満足度
だけでなく、学習会で取り上げてほしい内容や、学習
会の理解度を測るテストも含まれていた。このアン
ケートを元に夏合宿で振り返りをし、理解度の達成度
などから学習会の評価を学生委員会全体でできていた。

学習会のアンケート！
夏合宿で振り返り！

TOYAMA ISHIKAWA FUKUI SHIGA KYOTO NARA OSAKA HYOGO WAKAYAMA

△学習会の様子

△学習会のパワーポイントスライド


